
　僕はこのホームステイで、大
変貴重な体験をすることができ
ました。
　最初は、楽しみと不安でいっ
ぱいでしたがホストファミリー
がやさしく迎えてくれて、とて
も楽しい時間を過ごすことがで
きました。
　日本では味わうことのできな
い驚きや感動があり、全く知ら
ない世界を知ることができまし
た。心から楽しい 10 日間で新
鮮な気持ちになれました。
　日本に帰ってきて、もっと英
語を身につけて、世界中の国へ
行きたいと思いました。

　僕がオーストラリアで学んだ
ことは次の二つです。
　一つは文化や習慣の違い。中
でも小中学校の授業の違いに驚
きました。小学校では意見交換
や話し合いが授業の中心。中学
校では一人一台タブレット端末
を持ち、宿題もそれで提出して
いました。
　もう一つは実践的な英会話。
学校だけでは学べないコミュニ
ケーション第一の英語を学ぶこ
とができました。
　これらの貴重な経験を生かし
て、世界で活躍するような人に
なりたいです。

　私にとって、初めての海外
ホームステイで、今まで学習し
てきた英語は本当に通じるのか
という不安がありました。しか
し、この不安は解消され、自信
へとつながりました。
　ある伝えたいことを英語でど
う言えばいいかわからなかった
ことがありましたが、身ぶり手
ぶりでがんばって説明して、分
かってもらえたとき、通じ合う
ことの喜びを実感しました。つ
まり、きちんと伝えれば、必ず
わかってくれるのです。相手も
目を見て理解しようとしてくれ
るので、伝わったときの達成感
をお互いに分かち合うことがで
きました。
　このような機会を与えてくだ
さった皆さん、そしていつも支
えてくれる父と母にとても感謝
しています。
　今回のホームステイで学んだ
「通じ合うこと」の喜びと英語
力を生かして、日本にとどまら
ず世界規模で、通じあうことが
できる人材になりたいです。
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メルボルンの夕暮れ

記念植樹（南部総合公園） 交流のきっかけとなったあづ
み野ガラス工房への訪問

中学校への訪問

長年の交流に対し、チロル州知事からの感謝状が
カリン・フリードリッヒ副町長から宮澤市長へ贈
られました。

安曇野の里（重柳区）でイベント参加者と交流

高校生とのバーベキュー交流会

前友好会長同士の再会の誓い

姉妹都市オーストリア・クラムザッハ
町の皆さん（ステファン・シュウラー
団長ほか23人）が５月23日から５日
間、安曇野市を訪れました。滞在期間
中、記念植樹や、中学校の英会話授業
への訪問、市民の皆さんとの交流が行
われました。

クラムザッハ
訪問団が安曇野市へ

Kramsach

発表する生徒の皆さん
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